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要旨 

本研究では、日本国籍若年 MSM が多く来場する名古屋市無料 HIV 検査会受検者の社会、疫学的

情報を明確化し、有効な普及啓発を検討することを目的とする。調査対象は、名古屋市無料 HIV

検査会に来場したものとする。令和 2 年度は新型コロナ感染症拡大の影響により名古屋市無料検

査会(以下検査会)が実施できなかったことから、過去の検査会の来場者の質問紙調査のデータの分

析を行った。年齢群別に利用する出会いの場や情報入手ツールの利用状況の比較、生涯で初めて

検査を受検したものの特性、検査受検理由の推移の比較を行った。検査会の情報を得た広報ツー

ルとしては、20 歳代は SNS と出会い系アプリを挙げていた。20 歳代 MSM においては、アプリ

のみならず、SNS が性交渉の相手と知り合うツールとして浸透している。40 歳代以上においては、

パートナーとの出会いの場としてハッテン場の利用を挙げるものが他の年齢より多かった。最も

性行動が活発な 20 歳代に届く予防啓発、検査普及メッセージのアウトリーチのためには、近年活

用が広がっている位置情報付きの出会いアプリ広告に加え SNS の活用は重要になることが考え

られた。若者が利用する SNS コミュニティ内で影響力のある MSM から発信、またその情報を拡

散する仕組みを活用することなど考案していく必要性が考えられた。 

 

A.研究目的 

 新規感染者数の抑制と早期診断のために、男

性間で性的接触を行うもの、その他の層の実態

を把握し、効果的な知識の普及啓発、検査の普

及が重要となる。本研究では、日本国籍若年

MSMが多く来場する名古屋市無料 HIV検査会受

検者の社会、疫学的情報を明確化し、有効な普

及啓発を検討することを目的とする。また最終

的には、名古屋市無料 HIV検査会の受検者動向

の推移を見ることで啓発効果を検証する。 

 

B.研究方法 

調査対象は、名古屋市無料 HIV検査会に来場

したものとする。検査会では、会場にて、スタ

ッフがアンケートへの協力を口頭にて依頼し、

検査会場(採血前）にて、受検者に記入を依頼

した。質問項目は、基礎属性、検査受検歴、性

行動、性感染症の罹患経験、予防啓発の認知を

含んでいる。令和 2 年度は新型コロナ感染症拡

大の影響により名古屋市無料検査会(以下検査

会)が実施できなかったことから、過去の検査

会の来場者の質問紙調査のデータの分析を行

った。初めて検査を受検したものの特性、受検

理由の推移、年齢群別に利用する出会いの場や

情報入手ツールの利用状況の比較を行った。 

データの解析には SPSS-ver22.0 を用いた。

統計学的有意水準は 5％を採用した。 

なお、全ての研究計画は名古屋市立大学大学院

看護学研究科研究倫理委員会より承認を得た

うえで実施した。 

 

C.研究結果 

 新型コロナ感染症による検査件数の落ち込

みは東海 4 県いずれの地域でも著しく、2009

年の新型インフルエンザパンデミック時や東

日本大震災の影響による落ち込みをはるかに

超す影響となっている（図 1－2参照）。 

 令和 2 年度は新型コロナ感染症拡大の影響

により名古屋市無料検査会(以下検査会)が実

施できなかったことから、過去の検査会の来場

者の質問紙調査のデータの分析を行った。  

 過去 6 か月に使用した施設は年齢により差

があり、29歳以下の若い年齢層は Twitter等、

位置情報付き出会い系アプリの過去 6 か月の

利用経験が高い。一方で 40 歳以上ではハッテ

ン場の利用が 20 歳代より高いことが示された

（図 3）。また直近のセフレ・友達と出会った

場所は、若い年齢層では Twitter等の SNSアプ

リ、位置情報出会いアプリがあがっており、40

歳代以上では 38％が有料のハッテン場を挙げ

ており、20 歳代より高かった。その場限りの

相手と出会ったツールについても同様の結果

であった（図 4－5）。 

また検査会の生涯で初めて検査を受ける受検
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者において、受検理由として「感染可能性があ

る」を挙げるものは年々減少傾向にあることが

示された（図 6）。 

 また生涯初めて受検したものにおける過去

6か月の商業施設利用については、全体では位

置情報付きアプリが最も多く、ゲイバー、有料

ハッテン場多い。しかし有料ハッテン場の利用

は減少の兆しもある。 

 

D.考察 

年齢別の性行為相手の出会いのツールは異な

る。若い層へのアプローチはアプリ、SNS の

活用が重要であり、中高年はハッテン場、その

他アプリも活用しており複合的なアプローチ

が有効と考えられた。SNS コミュニティ内で

影響力のある MSM から発信、またその情報を

拡散する仕組みを活用することも重要と考え

る。 
 新型コロナ感染症拡大において、飲食を伴う

会食がリスクの場とされていることもあり従

来の予防啓発の情報配布の基点としていたゲ

イバー、クラブは打撃を受けている。今後の

HIV 検査会の実施の可能性は不透明なところ

が多いが、若者へは Twitter Instagram といっ

た SNS も活用し、コミュニティにおいて影響

力を持つ MSM から発信や拡散を狙った広報

を行うこと、中高年は、口コミ、会員制バー、

ハッテン場（最も大規模な施設は休業）での広

報も重要と考えられた。 
今後は名古屋医療センターの受診者群と検

査会受検者データを症例対照研究として再分

析、背景の比較を行い、より感染リスクがある

層の背景を明確化し、有効な検査普及啓発への

検討へとつなげる必要がある。 

 

E.結論 

年代層により出会いの場は異なり、特にネッ

トやアプリでの出会いは増加傾向にある。若者

は、施設よりアプリを介した出会いが多い可能

性が高い。今後、性行動の活発な 20 歳代 MSM
へ検査予防啓発の情報を届けるためにはアプ

リのみならず SNS の活用は重要となることが

示された。 
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